
平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会
が

開
か
れ
ま
し
た

　

11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
21
年
第

３
回
臨
時
会
で
は
、決
算
２
件
に
つ
い
て
、

委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決
を
行
い
ど
ち

ら
も
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
期

末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
率
の
改
定
を
行
う

た
め
の
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
な
ど
、
議
案
４
件
が
上
程
さ

れ
、す
べ
て
提
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
に
付
託
し
て

本
会
議
で
可
決
し
た
案
件

【
総
務
委
員
会
付
託
案
件
】

●�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

　

�　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
給

与
の
改
定
に
合
わ
せ
て
、
本
市
職
員
の

給
与
の
改
定
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
整

備
す
る
も
の
。

　
〈
反
対
討
論
〉

　

�　

日
本
の
公
務
員
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
権

が
な
く
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
か
ら
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
引
き
下
げ
に
よ
り
経
済
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
、
財
政
悪
化
に
も
つ
な
が

る
。
大
事
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
、
現
場
で
働
く
職
員
の
一
時
金
の

引
き
下
げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

●�

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
教
育
長
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
改
定
す
る
も
の
。

●�

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
、
旅
費
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

�　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
の
改
定
に
合

わ
せ
て
、
市
議
会
議
員
並
び
に
市
長
及

び
副
市
長
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を
改

定
す
る
も
の
。

　
〈
賛
成
討
論
〉

　

�　

マ
ネ
ー
経
済
の
破
綻
の
後
処
理
や
税

収
不
足
を
当
然
政
治
家
は
受
け
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
の
引
き
下
げ
案

に
賛
成
す
る
。

●�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
�　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
の
職
員
の
取

扱
い
に
準
じ
て
、
本
市
職
員
の
勤
務
時

間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規

定
を
整
備
す
る
も
の
。

平
成
20
年
度
決
算
を
認
定
し
ま

し
た
【
決
算
特
別
委
員
会
付
託
】

《
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
概
要
》

●
平
成
20
年
度
歳
入
歳
出
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
不
用
額
の
削
減
と
安
易
な
流
用
の
防
止

・
調
査
研
究
に
お
け
る
大
学
の
活
用

・
補
助
金
の
目
的
や
計
画
性
の
明
確
化
及

び
、
成
果
や
効
果
の
検
証
実
施

・
よ
り
一
層
の
収
納
率
向
上
対
策
の
実
施

・
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お
け

る
、
長
期
的
な
事
業
計
画
の
推
進　

《
委
員
会
で
の
反
対
討
論
》

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
第
１
次
産
業

や
中
小
零
細
業
者
、
福
祉
や
教
育
に
予
算

配
分
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊不用額＝予算総額－支出済額－翌年度繰越額
＊（　）内の単位は％

平成20年度収入済額
677億1,765万円

平成19年度収入済額
673億6,423万円

平成20年度支出済額
643億6,734万円

平成19年度支出済額
649億7,290万円

■一般会計決算
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行
政
視
察
報
告

総
務
委
員
会

●
日
時
／
11
月
４
日
〜
11
月
６
日

●�

視
察
地
／
岐
阜
市
・
浜
松
市
・
救
急
振

興
財
団

　

岐
阜
市
で
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」
視
察
を
行
っ
た
。
平
成
15
年

度
か
ら
市
民
と
行
政
の
協
働
の
仕
組
み
の

確
立
を
目
指
し
、
ま
ち
づ
く
り
指
針
の
策

定
や
地
域
力
創
生
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
、

住
民
自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

　

静
岡
県
浜
松
市
で
は
、
膨
大
な
保
有
財

産
を
、
経
営
の
視
点
で
見
直
し
や
処
分
・

活
用
な
ど
を
行
う
「
資
産
経
営
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
視
察
を
行
っ
た
。

　

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
で
は
、「
救

急
救
命
士
の
養
成
等
に
つ
い
て
」
視
察
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
年
間
６
０
０
名
の

消
防
隊
員
を
受
け
入
れ
、
７
か
月
間
、
救

急
救
命
士
の
養
成
を
目
的
に
、
教
育
訓
練

が
実
施
さ
れ
、高
い
合
格
率
を
誇
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
進
事
例
を
、
本
市
で
取
り

組
む
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

総務委員会行政視察（財団法人救急振興財団）

《
本
会
議
で
の
反
対
討
論
》

　

一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、
介

護
保
険
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
、

老
人
保
健
会
計
及
び
水
道
会
計
決
算
に
反

対
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
会
計
に
つ
い
て
は
、
加

入
者
の
所
得
は
低
下
し
て
い
る
が
、
国
が

負
担
率
を
引
き
下
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
保

険
料
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
滞
納
世
帯

が
増
え
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
の
発
行

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
命
を
最
優
先
す
る

た
め
に
、
そ
の
発
行
を
や
め
る
べ
き
だ
と

考
え
、
反
対
す
る
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
に
つ
い
て
は
、

広
域
連
合
が
運
営
す
る
た
め
市
民
の
声
が

届
か
な
い
こ
と
、
２
年
に
１
度
の
保
険
料

の
引
き
上
げ
が
決
ま
っ
て
お
り
滞
納
者
も

増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
問
題
が
多
い

た
め
、
老
人
保
健
会
計
に
戻
す
こ
と
を
要

望
し
、
反
対
す
る
。

　

老
人
保
健
会
計
に
つ
い
て
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
反
対
の
た
め
、
制
度
移

行
に
伴
う
支
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

介
護
保
険
会
計
に
つ
い
て
は
、
保
険
料

が
改
定
の
た
び
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、市
民
の
収
入
が
減
っ
て
い
る
今
こ
そ
、

負
担
軽
減
の
た
め
に
基
金
を
取
り
崩
す
べ

き
で
あ
り
、
ま
た
、
利
用
し
難
い
現
在
の

制
度
を
改
め
る
よ
う
、
国
に
要
望
す
べ
き

だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

●
平
成
20
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算

▽
委
員
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

・
配
水
量
の
増
加
等
に
よ
る
経
営
改
善

・
県
用
水
に
頼
ら
な
い
自
己
水
源
の
確
保

　《
本
会
議
で
の
反
対
討
論
》

　

先
般
、
基
本
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
た

が
、
低
所
得
者
に
は
ま
さ
に
死
活
問
題
で

あ
る
。
国
に
は
財
政
健
全
化
法
廃
止
を
求

め
、県
に
は
受
水
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
図
る
べ
き

だ
と
考
え
、
反
対
す
る
。

《
本
会
議
で
の
賛
成
討
論
》

　

地
方
自
治
体
は
法
律
に
逆
ら
え
な
い
。

法
律
が
気
に
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
決

算
を
認
定
す
る
反
対
の
理
由
に
は
当
た
ら

な
い
。
さ
ま
ざ
ま
指
摘
す
る
こ
と
は
あ
る

が
、
認
定
に
値
し
な
い
理
由
は
見
つ
か
ら

な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
こ
の
決
算

を
認
定
し
た
い
と
考
え
る
。

■特別会計決算� （単位：万円）

会　計　名 歳入 歳出

住宅新築資金等貸付事業 1,402 1,402

公共下水道事業 718,673 713,264

東広島中核工業団地汚水処理施設事業 1,487 1,487

原地区工業団地汚水処理施設事業 369 369

志和流通団地汚水処理施設事業 1,157 1,157

黒瀬地区工業団地汚水処理施設事業 588 588

河内臨空団地汚水処理施設事業 2,400 2,400

農業集落排水事業 27,399 27,399

ひがしひろしま墓園管理事業 2,954 2,851

特定地域生活排水処理事業 1,139 1,139

安芸津港湾事業 1,485 1,485

国民健康保険
事業勘定 1,329,582 1,329,119

直営診療施設勘定 6,653 6,653

後期高齢者医療 120,931 120,642

老人保健 158,407 159,741

介護保険
保険事業勘定 965,685 939,370

介護サービス事業勘定 141,809 141,809

■水道事業会計決算� （単位：万円）

収益的収入 419,086

収益的支出 425,561

資本的収入 149,505

資本的支出 253,516

資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、
過年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税
等で補てんした。
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文
教
厚
生
委
員
会

●
日
時
／
10
月
13
日
〜
10
月
15
日

●
視
察
地
／
宇
都
宮
市
・
掛
川
市
・
彦
根
市

　

栃
木
県
宇
都
宮
市
で
は
、
子
ど
も
発
達

セ
ン
タ
ー
「
こ
こ
・
ほ
っ
と
」
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
保
育
園
や

障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
等
が

集
ま
る
複
合
施
設
で
あ
る
特
徴
を
生
か
し
、

地
域
で
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　

静
岡
県
掛
川
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
平
成
15
年
か
ら
順
次
、
幼
稚
園
と
保
育

園
を
統
合
し
、
保
育
を
行
い
な
が
ら
幼
児

教
育
を
実
施
し
て
い
る
「
幼
保
一
元
化
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。

　

滋
賀
県
彦
根
市
で
は
、「
ひ
こ
ね
元
気

計
画
21
」に
つ
い
て
視
察
を
行
っ
た
。「
元

気
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
市
民
が
主
体
と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画
し
て
取

り
組
み
、
肥
満
の
改
善
や
運
動
を
行
う
人

の
増
加
等
、
市
民
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
視
察
事
項
を
参
考
に
、
本
市

で
取
り
組
む
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。文教厚生委員会行政視察（宇都宮市）

市
民
経
済
委
員
会

●
日
時
／
10
月
13
日
〜
10
月
15
日

●
視
察
地
／
安
城
市
・
福
井
市
・
西
宮
市

　

愛
知
県
安
城
市
で
は
、「
ご
み
減
量
20
％
」

を
目
標
に
掲
げ
、
行
政
・
市
民
・
事
業
者

が
一
体
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
い
る
様
々

な
施
策
に
つ
い
て
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

福
井
市
で
は
、
将
来
性
の
あ
る
生
産
物

「
一
押
し
の
逸
品
」
の
育
成
、
米
粉
活
用

商
品
の
開
発
・
販
売
や
も
の
づ
く
り
に
取

り
組
む
中
小
企
業
者
へ
の
支
援
な
ど
の
施

策
に
よ
っ
て
「
競
争
力
あ
る
産
業
都
市
」

を
目
指
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
視
察
を

行
っ
た
。

　

兵
庫
県
西
宮
市
で
は
、
地
域
住
民
・
地

域
事
業
者
・
市
職
員
な
ど
が
協
力
し
て
、

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
活
動

「
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
」
に
つ
い
て

の
視
察
を
行
っ
た
。
こ
の
活
動
は
、
中
学

校
区
を
目
安
に
活
動
区
域
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
が
「
エ
コ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

活
動
内
容
を
自
主
的
に
決
定
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
事
業
を
参
考
に
、
本

市
の
今
後
の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。 市民経済委員会行政視察（西宮市）

建
設
委
員
会

●
日
時
／
10
月
27
日
〜
10
月
29
日

●
視
察
地
／
函
館
市
・
船
橋
市
・
横
須
賀
市

　

北
海
道
函
館
市
で
は
、
人
口
や
店
舗
の

郊
外
移
動
に
よ
り
空
洞
化
し
た
か
つ
て
の

中
心
市
街
地
を
、
拠
点
整
備
な
ど
の
ハ
ー

ド
と
官
民
協
働
に
よ
る
ソ
フ
ト
の
対
策
に

よ
り
活
性
化
さ
せ
る
事
業
に
つ
い
て
視
察

し
た
。

　

千
葉
県
船
橋
市
で
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
な
ど
総
合
的
な
公
共
事
業
の
コ

ス
ト
削
減
に
よ
り
、
基
準
年
度
と
比
較
し

て
、
毎
年
３
％
以
上
の
削
減
率
を
達
成
し

て
い
る
「
公
共
事
業
コ
ス
ト
構
造
改
善
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
は
、
入
札
の
競

争
性
や
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
、
公
共

工
事
品
質
を
確
保
す
る
一
つ
の
手
法
と
し

て
、「
工
事
成
績
条
件
付
き
入
札
制
度
」

に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

今
回
視
察
を
行
っ
た
コ
ス
ト
削
減
と
品

質
確
保
対
策
は
、
執
行
機
関
に
事
業
の
過

程
で
参
考
に
し
て
も
ら
う
と
共
に
、
議
会

で
も
、委
員
会
審
査
な
ど
に
生
か
し
た
い
。建設委員会行政視察（船橋市）

議
会
会
報
委
員
会

●
日
時
／
11
月
４
日
〜
11
月
５
日

●�

視
察
地
／
全
国
市
議
会
議
長
会
・
千
代

田
区

　

全
国
市
議
会
議
長
会
で
は
、
日
本
中
の

他
市
の
議
会
だ
よ
り
を
閲
覧
し
た
。
そ
の

中
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
と
っ
た
も

の
、
本
市
で
は
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

議
員
の
賛
否
一
覧
の
掲
載
や
行
政
課
題
に

対
す
る
調
査
を
行
う
特
集
記
事
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
も
の
な
ど
、
特
徴
的
な
記
事

が
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
市
民
と
の
意

見
交
換
会
な
ど
、
先
進
的
な
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
視
察
し
た
。

　

東
京
都
千
代
田
区
議
会
で
は
、「
情
報

公
開
条
例
」「
電
光
表
示
板
式
投
票
シ
ス

テ
ム
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
、
議
会

か
ら
の
情
報
提
供
全
般
に
渡
る
先
進
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

　

市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、

透
明
度
の
高
い
議
会
に
す
る
た
め
、
今
回

の
視
察
内
容
を
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
読

み
や
す
い
議
会
だ
よ
り
や
効
果
的
な
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
な
ど
に
役
立
て
た
い
。 議会会報委員会行政視察（全国市議会議長会）
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